
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度

円 円 円 円 円 円
事業費 6,998,389

交付金額 6,998,389

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

6,998,389

6,998,389

事　　　業　　　評　　　価　　　書

特殊災害対応支援車購入

那覇市長

那覇市樋川地内

　現在使用している車両は、各種警備における資機材搬送や、テロ災害、
米軍機墜落事故等の特殊災害時において、活動に必要な資機材を搬送
することを目的として配備しております。平成13年に配備したが車齢16年経
過していることから、経年劣化による車体の腐食や電装関係に故障が発生
し、その都度修繕を行っているところであるが、不慮のトラブルで出動に支
障をきたすことが懸念されている状況である
　このため、特殊災害対応支援車を整備することにより、テロ等によるNBC
災害時等において、検知・除染・トリアージなどの多岐にわたる活動で多数
の資機材を一度に搬送し、スムーズな活動を支援することが可能となり、当
市消防力の強化が図られる。
（参考指標）
①実災害における過去1年間の出動件数：2回（不発弾）
②災害想定訓練における過去1年間の出動件数：4回
③その他における過去1年間の出動件数：39回

【補助事業の成果及び評価】
　　本事業で特殊災害対応支援車を更新したことにより、災害時等における消
防活動をスムーズに行える環境が整備できた。整備後１年間の実績として災
害出動１回、消防警備４回、災害想定訓練３３回となっており、また、故障やの
不具合等もなかったことから消防力の強化が図られたと評価する。
【地域住民への周知の実施状況】
　本車両の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を
下記のとおり実施し、地域住民へ周知を図った。
　・車両後部に明記
　・市ホームページに掲載

今後も老朽化した車両等の更新を実施し、消防力の充実強化を図る。

無

特殊災害対応支援車　1台

平成29年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及
び終期

27年度 28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 18,234,000 31,774,680 20,282,400 70,291,080

交付金額 18,234,000 31,774,680 20,208,960 70,217,640

補助事業の成果及
び評価

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

整備工事　Ｌ＝480ｍ　　Ｗ＝5.0ｍ

平成27年度から平成29年度

事業費及び交付金
額

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、安全かつ快適に利用できる道路の整備が
できた。また、地域住民にアンケート調査を行った結果、『安全、快適に
利用できる』、『降雨時の水溜りがなくなった』等の意見が寄せられ、児童
及び地域住民が安全に利用できる環境整備を行えたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　工事看板、工事案内ビラ及びホームページに特定防衛施設周辺調整
交付金事業である旨を記載し、地域住民への周知を図った。

地域住民が利用をしやすいよう今後とも道路の維持管理をしていく。

無

　市道安謝北線は、児童の通学や地域住民の生活道路として利用されて
いるが、老朽化による路面や側溝の劣化が著しく、児童の通学や地域住民
の通行に支障をきたしている状況である。
　このため、本道路の路面舗装及び側溝を整備し、児童及び地域住民が
安全に利用できる環境を整備する。

事　　業　　評　　価　　書

市道安謝北線道路改良工事

那覇市長

那覇市安謝地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度

円 円 円 円 円 円
事業費 65,680,720

交付金額 43,658,651

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

計

65,680,720

43,658,651

事　　　業　　　評　　　価　　　書

妊婦健康診査事業

那覇市長

那覇市地内

本市の妊婦健康診査事業は、妊娠時の異常の早期発見・早期治療等を促
進するとともに、妊婦及び胎児の健康管理の向上を図る事を目的に助成し
ており、平成23年度から調整交付金を充当してきた。
　このため、本年度も調整交付金を充当し、妊婦健康診査事業を安定的に
実施することにより、妊婦及び胎児の健康管理の向上を図る。
（参考指標）
妊婦健診受診延べ人数：２，９００名／月

　本事業により妊婦の異常の早期発見・早期治療等の促進及び妊婦・胎児
の健康管理の向上は図ることができた。妊婦健診受診延人数も、目標値で
あった2,900名／月を上回る2,953名／月の受診実績となっており、より多く
の妊婦が健診を受ける環境を整えることができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備交付金による事業である旨を下記
のとおり実施し地域住民への周知を図った。
・那覇市ホームページへ掲載
・広報誌「なは市民の友」

　今後も継続して実施。

      無

妊婦健康診査事業　一式

平成２９年度


